
－公開研究会－ ２０１９ 札幌ラウンドテーブル

札幌ラウンドテーブル開催の経緯とその趣旨

本研究会は今年で６度目の実施を迎えます。福井大学教職大学院が２０００年から年２回ずつ開催し続けている、「実践し省察するコミュニティ・実践研究
福井ラウンドテーブル」に参加した教員たちが、この形態での学びに可能性を感じ、札幌でも始めてみようと始めたものです。

また、福井で、そしてその後金沢大学でも行われた高校生と大学生のクロスセッションに参加した札幌市立高校生徒も、この交流を広げたい、と、高校生と
大人たちの学びの場を創出しています。

様々な主体によって行われる、全ての教育実践を可視化し体系づけて生徒の人生構築に寄与しうるものを追究する点に教師の専門性があることをうけ、
実践のゆくえを遠くまで鳥瞰し、今後の教育現場が進む方向性について深く省察を加え、各人の糧にすることをねらいます。
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２日間の流れ２８
(土)

２９
(日)

～ 基調テーマを考える ～ ～ 個々の報告から学びあう ～

午
前

全体交流
シンポジウム

午
後

３つの分科会に分かれて
各テーマを深める

午
前
↓
午
後

（数人ずつのテーブルに分かれ）

個々の実践報告をきき深めあ
うラウンドテーブル

対話主体の研究会であるため、参加にあたっては可能なか
ぎり途中退席を避けてご参加いただくようお願いしていま
す。皆様のご参加を歓迎いたします。

ひ ろ く 教 育 に 関す る 、
ジ ャ ン ル レ ス の
公 開 研 究会です 。

教師･研究者・社会教育・企業教育・
学生・家庭教育等々、ひろく教育に興
味関心をお持ちの方が集い、自身の活
動を省察し、同時に他者の実践を丁寧
に聞き取る交流の中で、今後の自分の
活動に資するような認識を互いに持
ち帰る営みです。

２ 日 間 で行いま す 。

初日午前は基調確認の全体会、
午後からは分科会に分かれてこれからの教育を考える着眼点となりそう

なテーマについて考えます。

翌日、研究会の主軸となるラウンドテーブルでは、職業、立場、校種の違
いを越え、過去の経験や現在の思いを相互に交流し、気づきや学びを互い
に提供し合います。
テーブル毎に「報告者」はたてますが、講演会ではなく座談です。報告中

にも双方向のやりとりがあり、笑い声も上がる空気の中で行われます。

２01９年 ９月 ２８日（土）～２９日（日）

１０：００～１７：００， 8：4０～１４：００
会場： 市立札幌大通高等学校

札幌市中央区北２条西１１丁目

主催： 札幌ラウンドテーブル実行委員会
後援： 札幌市教育委員会

福井大学･奈良女子大学･岐阜聖徳学園大学
連合教職大学院（奈良女子大学）



２８日(土)のタイムスケジュール

９：３０～ 受付

１０：００ オープニング 実行委員長挨拶 事務連絡

１０：２０ シンポジウム 「編み直される教育観 ～拡張と深化～」

＜シンポジスト＞

荒瀬 克己（大谷大学教授） 宮崎 隆志（北海道大学教授 大学院教育学研究院長）

＜進行＞ 木村 優 （福井大学教職大学院准教授）

１２：２０ 昼食休憩 当日、大通公園にて、オータムフェスト2019開催中（受付にて大通公園までの案内図をお配りします）。

１３：００ 分科会 参加申込のときに、以下のＡ･Ｂ･Ｃいずれかを選んでいただきます。

各分科会にわかれて、テーマについての思考を深める場です。

１７：００ 終了解散 ※事前申込された方に、このあと懇親会をご案内します。

Ｃ

Ｃ

【テーマ】

・共同から生まれる次世代パワー
～若者が直面する困難を乗り越える可能性を切り拓く～

【スタンス】
今の若者を取り巻く社会・経済環境は非常
に厳しく、変わりゆく人口構成、非正規化
を余儀なく
される雇用状態や広がる所得格差などは
若者に明るい未来を予想させるものでは
ない。そんな中で、
これから社会に出る若者や、実際に現場
で働いている若者たちは日々不安を抱え、
様々な困難や問
題に直面しているのではないだろうか。
本分科会では、若者が直面している困難
に、同世代の若者たちがともに悩み考え、
乗り越えていく可能性を見出していく。そ
して、今後も若者同士が共同し合える『つ
ながり』を築き、そこから
生み出される若者の力を考える。

【コンテンツ】
実践報告
○大沼 春子
「北海道小規模自治体の学校の現状と課題を考
える」
○木村 裕
「札幌市の若者の居場所づくり、実践の成果と
難しさ」
○槍田 はるき
「新卒教員が今思っていること」

Ａ

Ａ

【テーマ】

・「共生」に実体をもたせる方策
－潜在的排除を助長しない学校や企業の
在り方を模索する－

【スタンス】

人口減の時代、排除の論理や感情
に与せずに包摂的な集団で在り続け
ることは、経済原則上も求められる
課題となっている。
実体を伴った社会的包摂が実現さ

れていくためになにが必要なのか、
雇用、就労を視野に入れた実例報告
から考える。

【コンテンツ】

① パネルディスカッション
包摂をめぐる成功(失敗)例と展望

パネリスト(敬称略)

・元奈良少年刑務所法務教官 竹下 三隆
・有限会社ＳＡＮＹ代表 柴田 進
・北海道議会議員 渕上 綾子

② 各々の経験からテーマとの関連
を探し出すクロストーク

Ｂ

Ｂ

【テーマ】

・場（学校）を変える力
－何のために変化するか、変化しないと
何を失うか？－

【スタンス】
社会から求められる新たな場を構

想するには、様々な垣根を超え、社会
の構成員全体で理想の世界を思い描
き、互いの考えや思いを交流し合う
必要がある。本分科会では、現在
様々な場で行われている”改革”の目
的「なんのためにするのか」を捉え直
すと共に、変化を起こすために必要
な力について、参加者と模索する。

【コンテンツ】
①実践報告
・市立札幌藻岩高等学校 長井 翔
・福井県立羽水高等学校 永田 卓裕

②パネルディスカッション
・福井大学連合教職大学院 鮫島 京一
・市立札幌藻岩高等学校 長井 翔
・福井県立羽水高等学校 永田 卓裕

③会場とのクロストーク

京都市立堀川高等学校校長として
改革を推進。現在、思索や対話など
の言語活動やPBL(Project Based 
Learning）、探究型学習等を通して、
受けとる、考える、判断する、表現す
る、といった言語技術を向上させる

ために有効な指導法のデザインに取り組む。
兵庫教育大学理事、福井大学教職大学院客員教授の他、

中央教育審議会、初等中等教育分科会、教育課程部会、文
部科学省改革推進本部・高大接続改革チーム、大学改革支
援・学位授与機構国立大学教育研究評価委員会等の委員。
・奇跡と呼ばれた学校（朝日新聞社）

・『アクティブ・ラーニング』を考える（共著、東洋館出版社）等。

社会的に排除された人々の自立や回復に向
けた学びの論理、およびそこにおいても求め
られる援助のありかたを探求。同様の関心に
基づいてSocial Pedagogyの理論化に着手、
地域社会教育学（Community Education）とし
ての学習・教育論の構築に取り組む。
学童保育･地域子育てサポートセンター北

海道、コミュニティワーク研究実践センターなどの理事。
・協働に基づくケア・コミュニティの意義―排除型自己形成を超
えるために―（臨床教育学研究 2018.3.）

・子ども支援実践における専門性の現代的構造―学童保育実践
を事例に―（日本の社会教育：子ども・若者支援と社会教育 2017.10.)

・Developing critical education thought in community 
development: the Freirean approach in Japan（Asia Pacific 
Education Review 2017．6．）等。

実践研究福井ラウンドテーブルの企画開発を担当。ボストン・カレッジ客員研究員（2017-2018）、OECD Education 
2030 Informal Woking Group Researcher（2017-現在）等を歴任し、国際的な教育研究と教育改革の流れに身をおきな
がら、学校の組織改革と教師の専門性開発への支援にあたっている。
・ワードマップ 授業研究：実践を変え、理論を革新する（新曜社）

・「協働の学び」が変えた学校：新座高校 学校改革の10年（大月書店）等。



２９日(日)のタイムスケジュール

参加申し込み
〆切：９月２０日(金)

ＰＣ・スマホから、以下の
申込フォームでお願いします。
https://form.os7.biz/f/f869fbfb

※ 分科会を選び、
必要事項を入力
して下さい。

「報告者」大歓迎！ 話題提供してみませんか？

実践報告＋それをめぐる論議、
ガヤガヤした活発な空気の中で
合わせて約９０分前後です。

札幌ＲＴは、教員のためだけにある研究会ではありません。
「（広い意味の教育に関し）こんな取り組みをやってみている」という事例
をお話しいただける方なら、どなたでも報告者として歓迎します。企業
内での教育について、福祉的就労の現場から、地域社会での大人の育て
合い事例、等々、教育の場はあらゆる所に存在します。

成果発表よりも、取り組んでいる中間報告のほうが好評です。タブ
レットなどで写真を見せたり、１～３枚程度のチラシ（６セットご持参下さ

い）を配布して説明するのが一般的です。

あなたも報告者となって、たとえば去年の実践や今年の苦労を、みん
なが考えるための材料として話題提供してみませんか？
申込時、「報告者」にチェックのうえ、通信欄に報告テーマを簡潔にお
示し下さい。

８：２０～ 受付

※ 受付で、当日のテーブル組み合わせ表をお渡しします。

８：４０ 諸連絡

８：５０ ラウンドテーブル 開始

数人ずつの小グループでテーブルを囲み、数時間の長丁場となります。

互いの実践（「学校教育の」実践とは限りません）をじっくりときき、また
自らの疑問や経験を一座に提出することで生まれる、双方向の対話によって、
参加者どうしが互いに認識を深めていくことを目指します。

話者の話す内容への興味は、やがてそれを発する自らの実践への省察へと
向かいます。つまり、テーブルの参加者が認識を深め実りある対話が生まれる
ために重要な役割を果たすのは、「聞き手（質問者でもある）」です。

※ テーブルの中で、必ず以下のいずれかをご担当いただくことになります。
参加申込のときに選択していただきます。

・ファシリテータ（論議を引き出す、「進行役」）
・報告者（報告＋論議で約９０分前後。各テーブルに２名の「話題提供役」）
・聞き手（テーブル論議を決定づける、「質問役」）

昼食休憩 当日、市立高校（大通・藻岩・開成中等）合同で実践している職能体験

プログラム受講生が開発した弁当を数量限定で販売します。
開発に携わった生徒たちのプレゼンを聴きながらお召し上がりください。

１４：００ 時間になったらテーブルごとに解散 （閉会式はありません）

テーブル毎
に昼食


